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う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念
ラ
ジ
オ　

「
上
方
演
芸
会
」
の
公
開
収
録
を
開
催
し

ま
す
。

【
と
き
】
12
月
11
日
（
金
）

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場　
響
ホ
ー
ル

【
申
込
方
法
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
へ
郵
便

往
復
は
が
き
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
内
文
化
財
の
環
境
整
備
や
保
存
修
理

等
の
様
子
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
、
市

内
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

【
と
き
】10
月
３
日（
土
）～
12
月
27
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】
海
の
文
化
資
料
館

　
市
文
化
協
会
の
会
員
に
よ
る
展
示
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
と
き
】
11
月
13
日
（
金
）
～
15
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後
５
時
）

【
と
こ
ろ
】
具
志
川
総
合
体
育
館

【
展
示
内
容
】
美
術
・
書
道
・
写
真
・
工
芸
・

華
道
・
盆
栽
・
茶
道
・
チ
ャ
ー
ン
・
盆
造
形

【
お
問
い
合
わ
せ
】
う
る
ま
市
文
化
協
会

☎
９
７
８
ー
２
３
２
９

　
勝
連
城
跡
を
は
じ
め
市
内
の
文
化
財
を
活

用
し
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
振
興
に
努

め
、
文
化
財
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
文

化
財
案
内
人
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
11
月
５
日
】「
沖
縄
の
土
器
製
作
と
う
る

ま
市（
仮
）」

講
師
：
比ひ

が嘉 

賀よ
し
も
り盛 

氏

【
11
月
12
日
】「
伊
波
城
跡
と
伊
波
集
落
」

講
師
：
國く

に
吉よ
し 

康や
す
孝た
か
・
佐さ

久く

田だ 

浩ひ
ろ
樹き

【
11
月
19
日
】「
勝
連
グ
ス
ク
に
つ
い
て
」

講
師
：
宮み
や
城ぎ 

伸し
ん
い
ち一・
横よ
こ
尾お 

昌ま
さ
樹き

【
11
月
26
日
】「
勝
連
グ
ス
ク
の
ジ
ュ
ゴ
ン
の

骨
に
つ
い
て
」

講
師
：
前ま

え
田だ 

一い
っ
し
ゅ
う舟

【
12
月
３
日
】「
実
地
研
修・修
了
書
授
与
式

（
勝
連
城
跡
）」

講
師
：
ガ
イ
ド
の
会
ス
タ
ッ
フ

【
と
き
】
右
記
の
午
後
２
時
～
４
時（
５
回

講
座
）

【
と
こ
ろ
】
市
内
各
資
料
館
及
び
勝
連
城
跡
等

【
対
象
】
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
一
般
成
人

【
定
員
】
15
名　
　
【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
期
間
】
10
月
１
日
（
木
）
～
11
月
４

日
（
水
）
午
後
4
時
ま
で
（
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
）

【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】
海
の
文
化
資
料
館

☎
９
７
８
ー
８
８
３
１

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
マ
ー
ラ
ン
船

建
造
技
術
保
持
者
）
の
船
大
工
・
越
來
治
喜

氏
が
製
作
し
た
マ
ー
ラ
ン
船
（
希
進
丸
）
を

活
用
し
た
船
内
見
学
会
を
行
い
、
写
真
の
撮

影
等
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

※
天
候
や
海
上
の
状
況
に
よ
り
、
延
期
ま

た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
と
き
】
10
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）

 

午
後
１
時
～
午
後
４
時
ま
で

【
と
こ
ろ
】
与
那
城
屋
慶
名
港
内

【
定
員
】
両
日
と
も
45
名　
※
要
事
前
予
約

※
子
ど
も
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん

【
お
問
い
合
わ
せ
】
海
の
文
化
資
料
館

☎
９
７
8
ー
８
８
３
１

　
勝
連
南
風
原
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た

「
南
風
原
文
書
」
は
、
近
世
の
「
勝
連
間
切

南
風
原
村
文
書
」
だ
け
で
な
く
、
う
る
ま
市

の
貴
重
な
戦
後
資
料
も
含
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ
た
資
料
を
展
示

し
、
戦
後
う
る
ま
市
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

【
と
き
】
10
月
30
日
（
金
）
～
12
月
13
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
最
終
入
館
４
時
30
分
）

※
休
館
日
：
月
曜
、11
月
４
日（
水
）、11
月
24
日（
火
）

【
と
こ
ろ
】
石
川
歴
史
民
俗
資
料
館

【
お
問
い
合
わ
せ
】
石
川
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
９
６
５
ー
３
８
６
６

　
「
体
育
の
日
」
で
す
。
体
力
テ
ス
ト
で
あ
な

た
の
体
力
年
齢
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
と
き
】
10
月
12
日
（
月
）

午
前
９
時
～
12
時
（
12
時
ま
で
受
付
可
能
）

【
と
こ
ろ
】
具
志
川
総
合
体
育
館

【
対
象
】
20
歳
～
64
歳
の
部
と
65
歳
～
79
歳

の
部  

※
う
る
ま
市
民
で
健
康
な
方

【
内
容
】
握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
等

【
申
込
方
法
】
当
日
会
場
に
て
受
付

②
企
画
展
「
う
る
ま
市
の
文
化
財
」

⑤
マ
ー
ラ
ン
船
船
内
見
学
会

④
う
る
ま
市
文
化
財
案
内
人
養
成
講
座

文
化
課

☎
９
７
３
ー
４
４
０
０

①
「
上
方
演
芸
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
９
８
９
ー
３
１
１
０

う
る
ま
市
民
体
力
テ
ス
ト

③
第
11
回
う
る
ま
市
民　
総
合
文
化
祭　
展
示
の
部

⑥
南
風
原
文
書
整
理
翻
刻
事
業　
特
別
展

　
「
南
風
原
文
書
か
ら
み
た
戦
後
の
う
る
ま
市
」

全国統一防火標語『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』
秋の火災予防運動が１１月９日（月）から１５日（日）までの一週間にわたり、全国一斉に実施されます。

住宅防火
いのちを守る

７つのポイント 
～３つの習慣・
４つの対策～

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死
者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的として、毎年この時季に実施しています。

1. 寝たばこは、絶対やめる。
2. ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
3. ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

1. 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
2. 寝具、衣類及びカ－テンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
3. 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
4. お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣り近所の協力体制をつくる。

平成２７年　秋の火災予防運動

平成２７年
『うるま市ふれあい消防フェスタ』
【日時】11 月 9 日（月）午前 9 時～ 12 時
【場所】具志川総合運動公園
【参加対象】うるま市幼年消防クラブ
管内幼稚園保育所・幼児園・保育所

【お問い合わせ】消防本部予防課
	 ☎９７５－２１１９


